
　
　
社
会
全
体
の
10
％
を
は

る
か
に
超
え
る
人
々
が
貧
困
に
。

先
進
国
の
中
で
は
日
本
だ
け
。

欧
米
並
み
の
改
善
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
に
。
市
の
見
解
は
。

　
　

 

民
生
部
長 　

  

日
本
の

相
対
的
貧
困
率
は
先
進
国
の
中

で
高
く
、
高
齢
者
ほ
ど
所
得
・

資
産
格
差
も
高
い
。
ま
た
若
い

世
代
ほ
ど
負
担
額
は
増
大
し
、

世
代
間
格
差
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
に
対
応

す
る
国
策
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

　

16
％
の
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
と
な
る
が
、
基
準
保

険
料
の
一
つ
上
の
第
６
段
階
の

中
に
ま
で
生
活
保
護
基
準
を
下

回
る
人
が
い
る
。
必
要
な
人
に

は
法
に
基
づ
く
減
免
を
。

　
　
市
の
減
免
制
度
も
あ
り
、

生
活
保
護
基
準
に
基
づ
き
減
額

し
て
い
る
。

　
　
低
所
得
者
の
生
活
を
圧
迫

す
る
保
険
料
の
抜
本
改
正
と
、

社
会
の
土
台
を
守
る
た
め
、
国

に
要
請
を
。

 

　
　

   

市
長 　

第
7
期
介
護

保
険
事
業
計
画
は
3
年
間
で

89
億
円
の
見
込
み
額
。
消
費
増

税
分
を
社
会
保
障
に
当
て
る
よ

う
、
市
長
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
総
意
と
し
て
国
に
求
め

て
い
く
。

  　　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て

も
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
人
が
千
人
近
く
い
る
。
医

療
費
無
料
や
市
の
手
当
制
度
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
周
知
お
よ

び
、
相
談
員
の
配
置
を
。

 　
　
福
祉
課
長 　
市
役
所
関

係
部
局
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携

し
て
対
応
す
る
。

 

　
75
歳
以
上
の
精
神
疾
患
の

人
で
通
院
治
療
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
と
、
全
て
の
医
療
費
が

無
料
に
な
る
。

　

最
近
出
会
っ
た
３
名
の
認
知

症
患
者
は
、
い
ず
れ
も
制
度
を

知
ら
な
か
っ
た
。
病
院
か
ら
も

患
者
に
周
知
す
る
よ
う
要
請
す

べ
き
で
は
。

 　
　
市
長 　
海
南
病
院
に
、

行
政
と
そ
の
他
関
係
者
と
が
話

し
合
う
場
を
作
る
こ
と
を
要
請

す
る
。

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

問
答

三宮 十五郎 議員
日本共産党弥富市議団

安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
に

市
の
減
免
制
度
で
軽
減
を

減収激しい介護保険加入者の推移

▲市決算資料の介護保険料賦課状況より三宮議員が作成

（人）

本人・世帯とも非課税 本人非課税・世帯課税 本人課税

18年度 1,174 3,375 3,714 
28年度 2,211 4,065 5,229 

問
答

障がい者支援
まず手帳取得を

制度の周知を
図っていく

本人・世帯とも非課税　本人非課税・世帯課税　　　　 本人課税

28年度
18年度
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一般質問
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3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

平
成
30
年
度
当
初
予
算

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

お
し
ら
せ


